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(一)

増
山

学

『
ス
ク
ル
ー
テ
ィ
ニ
』
誌
(
・
ぎ
・
～
、
、
首
)
は
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
三
二
年
五
月
に
創
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
創
刊
号
で
、
M
・
C
・
ブ

ラ
ッ
ド
ブ
ル
ー
ク
(
M
・
C
・
B
r
a
d
b
r
。
。
k
)
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ウ
ル
フ
(
く
i
r
瞥
n
i
a
W
。
。
石
の
文
体
を
論
じ
て
い
る
。
(
M
・
C
・
B
r
乱
・

b
r
書
k
‥
h
去
。
t
e
S
。
n
t
h
e
S
t
y
訂
。
鴫
M
r
s
・
W
〇
。
-
㌢
幹
3
、
、
㌧
尋
l
・
r
-
霊
N
Y
p
p
・
い
㌣
試
)
こ
れ
は
、
そ
の
前
年
一
九
三
一
年
に
発
表

さ
れ
た
ウ
ル
フ
の
『
波
』
(
ゴ
ざ
一
書
雲
♪
-
豊
-
・
)
の
書
評
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
M
・
C
・
ブ
ラ
ッ
ド

プ
ル
ー
ク
は
、
ウ
ル
フ
の
文
体
の
二
要
素
と
し
て
、
外
的
情
景
の
緻
細
な
描
写
と
、
情
緒
の
表
現
を
挙
げ
て
い
る
。
所
が
、
最
近
作

『
波
』
で
は
、
こ
の
二
要
素
が
分
離
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
正
統
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
流
の
意
味
で
の
筋
書
が
な
い
。
こ

の
劇
的
発
展
の
欠
如
の
た
め
、
登
場
人
物
は
す
べ
て
非
人
格
化
し
て
い
る
。
人
物
が
い
か
に
新
た
な
経
験
を
し
よ
う
と
も
、
何
ら
変

化
や
発
展
が
見
ら
れ
な
い
。
唯
、
情
緒
と
幻
想
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
、
と
酷
評
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
批
評
の
感
想
を
、
ウ
ル
フ
は
同
年
五
月
十
七
日
の
日
記
に
書
い
て
い
る
。
「
批
評
に
対
す
る
正
し
い
態
度
と
は
如
何
?
B

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
H
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二

嬢
が
『
ス
ク
ル
ー
テ
ィ
ニ
』
誌
の
評
論
で
、
私
を
攻
撃
し
て
い
る
時
、
私
は
如
何
に
感
じ
、
述
べ
る
べ
き
か
?
彼
女
は
若
い
、
烈

し
い
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
沢
で
あ
る
。
私
は
甚
だ
へ
た
な
作
家
だ
と
言
っ
て
い
る
。
私
の
な
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
批
評
の
核
心
を
書
き

と
め
る
こ
と
だ
。
」
(
く
i
r
g
i
n
i
a
W
c
〇
】
T
b
ヨ
・
賢
さ
h
訂
尋
p
・
-
芦
)
傷
心
の
ウ
ル
フ
は
、
自
分
の
名
声
が
今
や
傾
く
こ
と
を
憂
慮

す
る
が
、
余
り
く
よ
く
よ
し
な
い
よ
う
に
と
、
心
を
慰
め
て
い
る
。
更
に
、
非
難
を
率
直
に
吟
味
す
べ
き
で
あ
る
が
、
如
何
な
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
、
他
極
に
走
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
自
戒
し
て
い
る
。

人
一
倍
批
評
過
敏
症
の
ウ
ル
フ
が
、
前
に
、
「
書
評
家
は
い
る
が
、
批
評
家
は
い
な
い
。
」
と
嘆
じ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
(
ゴ
訂

P
S
S
。
3
恕
崇
腎
-
F
i
r
s
t
S
e
r
i
e
s
-
p
・
N
試
)
。
そ
の
原
因
は
、
現
代
が
、
「
不
断
の
努
力
を
不
可
能
に
す
る
時
代
、
断
片
の
散
乱
し
た

時
代
で
、
過
去
の
時
代
と
真
剣
に
比
較
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
ぬ
時
代
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
(
更
へ
㌣
p
・
N
夢
)
。
か
か
る
時
代
で
あ

れ
ば
こ
そ
、
ウ
ル
フ
は
批
評
家
に
対
し
て
、
現
代
文
学
に
対
す
る
よ
り
広
い
見
解
、
よ
り
個
人
的
で
な
い
見
解
を
持
っ
て
ほ
し
い
、

と
願
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ

一
作
毎
に
新
た
な
実
験
を
試
み
て
来
た
ウ
ル
フ
は
、
『
灯
台
へ
』
(
ざ
旨
へ
ト
吋
訂
訂
己
へ
〕
胃
ご
執
筆
前
に
、
「
小
説
に
取
っ
て
代

る
べ
き
作
品
に
、
新
ら
し
い
名
称
を
案
出
し
た
い
。
」
(
A
一
章
賢
さ
h
訂
尋
p
・
芦
)
と
考
え
、
「
挽
歌
」
?
と
洩
ら
し
て
い
る
。
次

の
『
波
』
の
形
式
に
つ
い
て
は
、
「
新
ら
し
い
形
式
の
劇
を
考
案
し
て
は
如
何
?
…
…
事
実
か
ら
遊
離
し
、
自
由
で
、
両
も
集
中
し

た
も
の
。
散
文
で
両
も
詩
、
小
説
で
而
も
劇
で
あ
る
も
の
。
」
(
き
き
p
・
-
芦
)
と
構
想
を
練
り
、
「
劇
詩
」
(
p
】
a
y
・
p
。
e
m
)
(
旨
革
p
・

-
声
)
と
い
う
名
称
を
考
え
て
い
る
。
事
実
『
渡
』
は
、
六
人
の
人
物
の
独
語
を
繰
り
返
し
連
ね
た
九
章
の
劇
的
独
自
を
主
体
と
し

て
、
各
章
の
前
に
、
各
々
斜
体
で
書
か
れ
た
、
短
い
が
美
し
い
詩
的
散
文
の
イ
ン
タ
ー
リ
ュ
ー
ド
(
i
-
-
t
e
r
-
u
d
e
)
が
置
か
れ
て
、
恰
か



も
劇
の
形
式
に
似
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
詩
的
散
文
で
、
劇
的
な
も
の
に
指
向
す
る
意
気
込
み
が
如
実
に
窺
え
る
。
し
か
し
、
登
場
人
物
の
経
験
す
る
限
界

に
縛
ら
れ
て
、
情
緒
に
劇
的
な
所
が
殆
ど
な
い
と
か
、
筋
書
の
欠
如
の
た
め
、
劇
的
発
展
が
見
ら
れ
な
い
と
か
、
M
・
C
・
ブ
ラ
ッ

ド
ブ
ル
ー
ク
か
ら
批
判
さ
れ
た
こ
と
は
、
皮
肉
で
あ
る
。
後
に
題
名
が
『
歴
年
』
(
ゴ
ざ
∴
欝
さ
ヌ
ー
器
ご
に
変
更
さ
れ
た
『
パ
ー
ジ

タ
ァ
家
の
人
々
』
(
3
q
担
、
叫
賢
、
土
の
着
想
に
は
、
当
然
『
波
』
と
は
違
っ
た
趣
向
が
窺
え
る
筈
で
あ
る
。

Ⅲ

『
灯
台
へ
』
脱
稿
の
後
、
ウ
ル
フ
は
「
一
つ
の
脱
線
の
必
要
を
感
じ
、
」
「
私
の
頭
脳
を
休
め
て
く
れ
る
も
の
」
(
b
一
宇
訂
＼
h
b
㌣

白
導
p
・
-
○
豊
と
し
て
、
『
オ
ー
ラ
ン
ド
』
(
〇
、
計
、
～
鼠
-
把
∞
〕
に
逃
避
し
た
こ
と
が
あ
る
。
「
『
波
』
の
▼
後
で
何
故
『
フ
ラ
ッ
シ
ュ
』

(
連
と
二
岳
吾
に
逃
げ
た
か
よ
く
分
る
。
人
は
唯
土
堤
に
坐
っ
て
、
石
を
投
げ
て
い
た
い
も
の
だ
。
』
(
き
き
p
・
N
鍔
)
と
、
呟
い
た

ウ
ル
フ
は
、
『
歴
年
』
最
初
の
粗
い
原
稿
を
仕
上
げ
た
所
で
あ
っ
た
。
『
フ
ラ
ッ
シ
ュ
』
は
、
ブ
ラ
ゥ
ニ
ソ
グ
夫
人
(
E
【
i
N
a
b
e
t
h
B
a
r
・

邑
t
浮
O
W
n
i
n
g
)
の
愛
犬
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
伝
記
の
形
で
、
パ
レ
ッ
ト
嬢
時
代
か
ら
の
夫
人
の
側
面
史
を
措
い
た
軽
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
心
魂
を
傾
け
た
力
作
の
後
に
は
、
暫
時
「
気
晴
し
」
と
し
て
、
軽
い
作
品
に
逃
避
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

尤
も
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
、
、
パ
レ
ッ
ト
嫌
の
相
対
物
と
考
え
れ
ば
、
共
に
パ
レ
ッ
ト
氏
の
家
長
的
圧
制
に
喘
ぐ
点
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時

代
の
上
中
流
階
級
の
社
会
制
度
の
痛
烈
な
批
判
の
書
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
『
フ
ラ
ッ
シ
ュ
』
は
寓
話
の
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
が
、

英
国
社
会
の
批
判
書
と
し
て
、
次
の
『
歴
年
』
、
『
三
ギ
ニ
ー
』
(
3
逗
二
㌢
ぎ
蛮
二
法
空
と
一
脈
通
じ
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅳ

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
H
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「
彼
女
は
、
片
手
で
詩
を
し
っ
か
り
掴
み
な
が
ら
、
詩
を
放
す
こ
と
に
よ
っ
て
一
番
よ
く
得
ら
れ
る
物
を
掴
も
う
と
、
伸
ば
し
て

い
る
。
彼
女
は
ど
う
し
て
も
詩
を
放
さ
な
い
だ
ろ
う
し
、
私
も
そ
れ
が
全
く
正
し
い
と
思
う
、
尤
も
、
小
説
が
小
説
ら
し
く
あ
る
こ

と
を
好
む
批
評
家
は
、
不
賛
成
だ
ろ
う
が
。
」
(
E
・
M
・
F
。
r
S
t
e
r
‖
り
ざ
Q
O
q
q
a
b
r
e
旨
宍
5
月
き
p
・
N
認
)
と
、
E
・
M
・
フ
ォ
ー
ス

タ
ァ
は
ウ
ル
フ
の
特
質
の
一
面
を
巧
み
に
説
明
し
て
い
る
。
即
ち
『
ジ
エ
ィ
コ
ブ
の
部
屋
』
(
計
へ
Q
S
知
Q
。
眉
-
㌶
N
・
)
、
『
ダ
P
ウ
ェ

イ
夫
人
』
(
き
ざ
・
b
a
賢
さ
卓
こ
胃
豊
、
『
灯
台
へ
』
、
『
波
』
と
、
神
秘
的
詩
趣
あ
る
作
品
の
系
列
が
並
ぶ
が
、
「
そ
の
後
に
『
歴
年
』

が
続
く
。
こ
れ
は
、
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
伝
統
の
別
の
実
験
で
、
あ
る
記
録
さ
れ
た
時
代
の
、
あ
る
一
家
の
運
命
の
年
代
記
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
夜
と
昼
』
(
≧
吋
訂
ミ
宗
～
p
卓
-
草
書
の
場
合
と
同
じ
く
、
彼
女
は
詩
を
捨
て
て
、
再
び
失
敗
す

る
。
」
(
き
き
p
p
・
N
∽
乎
ご

『
歴
年
』
の
構
想
に
当
っ
て
、
ウ
ル
フ
は
『
波
』
の
反
省
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
内
的
生
命
の
沈
潜
に
耽
溺
し
た
『
波
』
の
時
に

比
べ
て
、
今
度
は
堰
を
き
っ
た
よ
う
な
事
実
の
奔
流
に
驚
き
、
今
迄
そ
ん
な
も
の
が
自
分
の
内
部
に
あ
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
、
と

言
っ
て
い
る
。
「
ど
う
や
ら
『
ジ
エ
ィ
コ
ブ
の
部
屋
』
以
来
、
こ
の
二
十
年
間
ず
っ
と
事
実
を
観
察
し
蒐
集
し
て
来
た
こ
と
に
な
る

よ
う
だ
。
…
…
あ
あ
、
今
度
の
執
筆
は
『
波
』
と
比
べ
て
、
何
と
容
易
な
こ
と
か
。
こ
の
二
書
の
中
に
、
ど
の
程
度
金
位
が
含
ま
れ

て
い
る
か
。
勿
論
こ
れ
は
外
的
だ
。
し
か
し
、
外
面
の
中
に
は
予
想
し
た
よ
り
も
多
量
の
純
金
が
含
ま
れ
て
い
る
。
…
…
事
実
『
パ

ー
ジ
タ
ァ
家
の
人
々
』
は
、
『
オ
ー
ラ
ソ
ド
』
の
い
と
こ
で
あ
る
。
=
…
・
『
オ
ー
ラ
ソ
ド
』
は
そ
の
ト
リ
ッ
ク
を
教
え
て
く
れ
た
。
…

…
技
巧
を
要
す
る
一
八
八
〇
年
-
一
九
〇
〇
年
の
章
を
組
み
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
(
A
事
丁
訂
＼
h
b
訂
q
p
・
-
芦
)

ウ
ル
フ
は
、
観
察
し
蒐
集
さ
れ
た
事
実
の
現
象
界
、
即
ち
外
的
世
界
に
限
り
な
い
価
値
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
内
的
世
界
か
ら

外
的
世
界
へ
の
指
向
が
『
波
』
か
ら
『
歴
年
』
へ
の
跳
躍
の
ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
ウ
ル
フ
は
、
一
九
三
二
年
十
一
月
二
日
の
日
記

で
、
も
っ
と
は
っ
き
り
述
べ
て
い
る
。
「
私
は
『
エ
ッ
セ
イ
』
を
す
っ
か
り
書
き
直
し
た
。
こ
れ
は
『
パ
ー
ジ
タ
ァ
家
の
人
々
』
と



言
う
随
筆
小
説
(
E
s
鐙
y
・
N
〇
乱
)
と
な
る
筈
だ
。
そ
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
、
性
、
教
育
、
生
活
等
を
含
む
筈
だ
。
そ
し
て
、

か
も
し
か
に
似
た
力
強
い
軽
快
な
跳
躍
で
、
断
崖
を
越
え
、
一
八
八
〇
年
か
ら
こ
の
現
代
に
達
す
る
の
だ
。
…
…
す
べ
て
が
『
オ
ー

ラ
ソ
ド
』
と
同
じ
よ
う
に
自
ず
と
奔
流
を
な
し
て
流
れ
て
行
く
。
何
が
起
っ
た
か
と
言
え
ば
、
勿
論
、
こ
の
年
月
、
一
九
一
九
年
来

-
『
夜
と
昼
』
は
死
物
で
あ
る
-
事
実
の
小
説
を
さ
し
控
え
て
来
た
あ
と
に
、
今
や
私
は
趣
向
を
変
え
て
、
事
実
を
数
え
切
れ

な
い
程
多
量
に
持
っ
て
、
限
り
な
く
喜
び
を
感
じ
て
い
る
と
言
う
こ
と
だ
。
」
(
恕
昇
一
・
-
準
)
こ
の
よ
う
に
、
ウ
ル
フ
は
「
事
実
」

を
多
量
に
持
っ
て
歓
喜
の
念
を
懐
い
た
が
、
時
々
不
安
に
感
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
尤
も
、
時
々
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
(
幻
)
に
強
く
引
か

れ
る
の
を
感
ず
る
が
、
そ
れ
に
抵
抗
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
私
の
真
実
の
道
だ
と
信
ず
る
。
『
渡
』
の
後
に
、
『
パ
ー
ジ
タ
ァ
家
の
人

々
』
1
こ
れ
が
自
然
に
次
の
段
階
に
向
う
所
の
も
の
だ
、
随
筆
小
説
が
。
」
(
旨
試
,
p
・
-
翠
)

こ
の
ヴ
ィ
ジ
。
ソ
と
は
何
を
意
味
す
る
か
。
ウ
ル
フ
は
翌
一
九
三
三
年
四
月
二
十
五
日
の
日
記
で
触
れ
て
い
る
。
「
現
在
の
社
会

の
全
体
を
1
そ
の
ま
ま
を
、
事
実
と
ヴ
ィ
ジ
。
ソ
の
両
者
を
現
わ
し
た
い
。
そ
し
て
両
者
を
結
合
し
た
い
。
つ
ま
り
、
『
波
』
と

『
夜
と
昼
』
を
同
時
に
進
め
て
行
き
た
い
。
果
し
て
こ
れ
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
」
(
旨
喜
一
・
-
芦
)
従
っ
て
ヴ
ィ
ジ
。
ン
と
は
、
フ
ォ

ー
ス
タ
ァ
の
指
摘
す
る
詩
趣
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
外
的
事
実
に
指
向
し
な
が
ら
も
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
に
強
く
牽
引
を
感
じ
、
抵
抗
し

て
い
る
、
と
述
べ
な
が
ら
、
直
ぐ
、
事
実
と
ヴ
ィ
ジ
亘
ソ
の
結
合
を
図
り
た
い
と
、
態
度
を
翻
し
て
い
る
。
こ
の
点
『
波
』
の
内
的

世
界
か
ら
の
脱
出
が
、
ぼ
や
け
る
危
険
性
を
内
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

Ⅴ

「
事
実
、
『
。
バ
ー
ジ
タ
ァ
家
の
人
々
』
は
『
オ
ー
フ
ソ
ド
』
の
い
と
こ
で
あ
る
。
」
と
言
う
言
葉
は
、
ウ
ル
フ
が
先
ず
『
オ
ー
フ
ソ

ド
』
を
想
起
し
た
こ
と
を
示
す
。
『
オ
ー
ラ
ン
ド
』
は
サ
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
ウ
ェ
ス
ト
(
S
a
c
k
ま
已
e
・
W
e
s
t
)
家
の
幻
想
的
伝
記
の
形
に
仮
託

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
0
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し
て
、
三
百
年
間
の
英
国
の
文
学
・
社
会
の
歴
史
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
ウ
ル
フ
は
『
オ
ー
ラ
ン
ド
』
の
外
面
性
に
注
目
し
、

観
察
し
蒐
集
さ
れ
た
事
実
の
真
価
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
オ
ー
ラ
ン
ド
』
の
事
実
は
、
華
麗
な
機
智
に
包
ま
れ
て
楽
し

い
幻
想
的
物
語
に
な
っ
て
い
る
が
、
一
八
八
〇
年
か
ら
一
九
三
〇
年
代
の
英
国
社
会
を
背
景
に
し
て
、
パ
ー
ジ
タ
ァ
一
家
の
人
々
の

生
活
史
を
扱
っ
た
『
歴
年
』
の
事
実
は
異
種
の
も
の
と
な
る
筈
で
あ
る
。

『
歴
年
』
は
退
役
大
佐
エ
ィ
ベ
ル
・
。
バ
ー
ジ
タ
ァ
(
A
b
e
-
)
一
家
の
生
活
を
中
心
に
し
て
、
一
八
八
〇
年
か
ら
現
代
ま
で
展
開
さ

れ
た
物
語
で
あ
る
。
全
体
が
一
八
八
〇
年
、
一
八
九
一
年
、
一
九
〇
七
年
、
一
九
〇
八
年
、
一
九
一
〇
年
、
一
九
二
年
、
一
九
一

三
年
、
一
九
一
四
年
、
一
九
一
七
年
、
一
九
一
八
年
、
現
代
の
十
一
章
に
分
た
れ
、
各
章
は
第
一
章
の
数
日
間
を
除
い
て
、
大
体
一

日
乃
至
半
日
の
事
実
を
叙
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
お
天
気
の
定
ま
ら
ぬ
春
だ
っ
た
。
絶
え
ず
変
る
天
候
は
、
青
や
紫
の
雲
を
陸
の
上
空
に
飛
ば
せ
た
。
田
舎
で
は
、
農
夫
が
畑
を

見
な
が
ら
心
配
し
て
い
た
。
ロ
ン
ド
ソ
で
は
、
空
を
見
上
げ
る
人
々
に
よ
っ
て
、
こ
う
も
り
傘
が
開
か
れ
た
り
、
閉
じ
ら
れ
た
り
し

た
。
し
か
し
、
四
月
に
は
こ
の
よ
う
な
天
候
が
予
想
さ
れ
た
筈
だ
。
」
(
ゴ
訂
一
百
§
・
♪
p
L
・
)
で
始
ま
る
第
二
早
の
天
候
描
写
は
、
各

章
の
冒
頭
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
・
あ
る
。
こ
れ
等
は
、
『
波
』
の
各
章
の
前
に
置
か
れ
た
美
し
い
海
と
陸
の
風
景
画
を
想
わ
す
も
の

で
あ
る
が
、
『
波
』
の
人
間
不
在
の
非
情
な
自
然
に
対
し
、
人
間
生
活
に
参
与
す
る
自
然
で
あ
る
。

『
歴
年
』
全
体
の
構
成
は
二
部
か
ら
成
っ
て
い
る
、
と
ウ
ル
フ
白
身
言
っ
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
部
は
「
説
話
部
」
、
第
二
部
は

「
そ
の
沈
潜
部
」
で
、
「
こ
の
最
後
の
葦
は
、
第
一
部
の
長
さ
、
重
要
さ
、
量
に
匹
敵
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」
(
ゝ
一
羊
計
＼
h
b
F

喜
p
・
N
声
)
こ
の
「
現
代
」
と
題
さ
れ
る
第
二
部
は
、
造
句
家
、
バ
ー
ナ
ド
(
B
e
r
n
a
r
d
)
が
、
あ
る
料
理
店
で
、
見
知
ら
ぬ
男
を
相
手

に
六
人
の
生
涯
の
総
括
を
語
る
『
波
』
の
最
後
の
章
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。

勿
論
、
『
歴
年
』
の
形
式
が
部
分
的
に
『
波
』
と
類
似
点
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
『
波
』
の
様
式
化
さ
れ
た
一
連
の
独
自
集
と
は
達



っ
て
、
普
通
の
会
話
や
説
明
が
あ
り
、
外
面
的
事
実
も
心
理
描
写
も
盛
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

Ⅵ

「
彼
は
イ
ン
ド
の
暴
動
で
右
手
の
指
を
二
本
失
い
、
筋
肉
が
萎
縮
し
て
右
手
が
な
に
か
老
鳥
の
か
ぎ
つ
め
に
似
て
い
た
。
」
(
3
～

寄
ミ
メ
p
・
-
N
・
)
と
措
写
さ
れ
る
パ
ー
ジ
タ
ァ
大
佐
は
、
専
制
的
で
自
己
本
位
で
、
典
型
的
な
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
家
長
を
象
徴
し
て

い
る
。
死
病
の
床
に
あ
る
妻
を
よ
そ
に
、
情
婦
の
許
に
通
っ
て
い
る
。
子
供
は
二
十
二
歳
の
長
女
エ
リ
ナ
(
E
-
e
a
n
。
r
)
を
始
め
、
エ

ド
ワ
ー
ド
(
E
d
w
a
r
d
)
、
モ
リ
ス
(
M
〇
r
r
i
s
)
、
、
、
、
リ
ー
(
M
i
ニ
y
)
、
デ
ィ
リ
ア
(
D
e
】
i
a
)
、
マ
ー
テ
ィ
ソ
(
M
a
r
t
喜
、
ロ
ー
ズ
(
R
〇
S
e
)

の
七
人
で
あ
る
。
こ
の
中
、
エ
ド
ワ
ー
ド
と
モ
リ
ス
は
家
を
離
れ
て
勉
学
し
て
い
る
。
そ
の
従
妹
の
マ
ギ
ー
(
M
a
g
g
i
e
)
、
セ
ア
ラ

(
S
琶
P
)
、
更
に
再
従
妹
キ
テ
ィ
(
K
i
t
t
y
)
が
登
場
す
る
。
こ
の
一
八
八
〇
年
四
月
と
言
う
第
二
早
は
パ
ー
ジ
タ
ァ
夫
人
の
死
で
終
り
、

次
に
一
八
九
一
年
の
秋
風
が
粛
々
と
英
国
全
土
に
吹
き
ま
く
っ
て
い
る
。
子
供
等
は
成
人
と
し
て
、
父
と
共
に
暮
す
エ
リ
ナ
以
外
、

皆
離
散
し
て
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
の
求
愛
を
斥
け
た
キ
テ
ィ
は
貴
族
社
会
に
は
し
り
、
ミ
リ
ー
は
結
婚
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
は
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
(
○
賢
畳
で
古
典
学
で
身
を
立
て
る
。
マ
ー
テ
ィ
ソ
は
印
度
に
い
る
。
モ
リ
ス
は
法
曹
界
の
人
。
デ
ィ
リ
ア
は
政
治
に

は
し
り
、
特
に
愛
蘭
独
立
運
動
に
参
加
す
る
。
マ
ギ
ー
と
セ
ア
ラ
の
両
親
デ
ィ
グ
ビ
ィ
蜘
(
S
i
r
D
首
b
y
)
夫
妻
の
許
に
パ
ー
ジ
タ
ァ

は
訪
れ
る
が
、
偶
々
マ
ギ
ー
の
誕
生
日
で
あ
る
。
愛
蘭
独
立
の
志
士
パ
ー
ネ
ル
(
P
a
r
n
e
ニ
)
の
死
を
報
ず
る
声
が
こ
だ
ま
す
る
。
一

九
〇
七
年
の
夏
は
マ
ギ
ー
と
セ
ア
ラ
が
中
心
に
な
る
が
、
一
九
〇
八
年
三
月
、
風
は
吹
き
す
さ
ぶ
。
デ
ィ
グ
ビ
ィ
卿
夫
妻
は
亡
く
な

り
、
邸
は
売
り
払
わ
れ
た
。
マ
ー
テ
ィ
ソ
は
久
し
ぶ
り
に
エ
バ
コ
ー
ソ
・
テ
レ
ス
(
A
b
e
r
c
。
r
n
T
e
r
r
a
c
e
)
の
自
分
の
邸
を
訪
れ
る
と
、

や
が
て
ロ
ー
ズ
も
や
っ
て
来
る
。
次
は
一
九
一
〇
年
の
春
の
日
で
あ
る
。
ロ
ー
ズ
は
マ
ギ
ー
と
セ
ア
ラ
を
そ
の
問
屋
に
訪
れ
、
セ
ア

ラ
を
伴
っ
て
エ
リ
ナ
の
会
合
に
行
く
。
伯
爵
夫
人
の
キ
テ
ィ
も
来
る
が
、
後
で
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
に
行
く
。
街
頭
で
し
わ
が
れ
た
叫

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
0
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び
声
が
聞
え
る
。
国
王
の
死
で
あ
る
。

や
が
て
パ
ー
ジ
タ
ァ
も
死
亡
し
た
。
一
九
二
年
の
夏
は
、
エ
リ
ナ
が
希
隠
、
西
班
牙
の
旅
か
ら
帰
り
、
モ
リ
ス
の
許
を
訪
れ
、

姪
の
べ
ギ
ー
(
P
e
g
g
y
)
、
甥
の
ノ
ー
ス
(
N
。
r
t
h
)
を
慈
し
む
。
一
九
一
三
年
の
一
月
、
雪
が
降
っ
て
い
た
。
エ
リ
ナ
は
邸
を
家
屋
周

旋
人
に
委
ね
、
忠
実
な
老
家
政
婦
ク
ロ
ス
ピ
ー
(
C
r
。
S
b
y
)
に
暇
を
出
し
た
。
一
九
一
四
年
の
輝
か
し
い
春
、
マ
ー
テ
ィ
ソ
大
尉
は
、

セ
ア
ラ
と
食
事
後
、
公
園
で
フ
ラ
ン
ス
人
レ
ニ
ィ
(
R
e
ロ
n
y
)
の
妻
と
な
っ
て
い
る
マ
ギ
ー
と
会
う
。
続
い
て
キ
テ
ィ
邸
の
宴
会
に
向

っ
た
。
一
九
一
七
年
大
戦
さ
な
か
の
厳
冬
の
夜
で
あ
る
。
空
襲
に
備
え
て
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
夜
空
を
照
ら
し
て
い
る
。
エ
リ
ナ
は
マ

ギ
ー
夫
妻
に
招
か
れ
て
、
波
蘭
人
ニ
コ
ラ
ス
(
N
i
c
h
C
-
a
s
)
に
紹
介
さ
れ
る
。
更
に
彼
の
恋
人
セ
ア
ラ
も
加
わ
る
。
エ
リ
ナ
は
、
「
い

つ
新
世
界
が
始
ま
る
の
だ
ろ
う
、
い
つ
我
々
は
自
由
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
、
い
つ
我
々
は
洞
穴
の
蟹
の
生
活
か
ら
脱
け
出
し
て
、
大

胆
に
全
一
な
生
活
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
」
と
ニ
コ
ラ
ス
に
問
い
た
か
っ
た
。
(
無
さ
p
・
U
B
)
こ
の
問
い
は
第
二
部
で
反
響
す
る
。

一
九
一
八
年
十
一
月
霧
の
た
ち
こ
め
た
日
で
あ
る
。
休
戦
を
告
げ
る
砲
声
と
号
笛
を
、
街
頭
を
歩
む
ク
ロ
ス
ピ
ー
が
開
い
て
、
何
や

ら
呟
く
。

Ⅶ

第
二
部
は
「
現
代
」
(
P
r
e
s
e
n
t
D
a
y
)
と
題
さ
れ
た
長
い
章
で
、
愛
蘭
の
富
豪
の
妻
デ
ィ
リ
ア
の
催
す
宴
会
に
第
一
部
の
人
々
が
参

集
し
て
織
り
な
す
群
像
図
で
あ
る
。
夏
の
日
暮
れ
時
、
空
は
ま
だ
青
か
っ
た
が
、
薄
い
面
紗
を
か
ぶ
っ
た
よ
う
に
、
金
色
に
染
ま
っ

て
い
た
。
印
度
旅
行
か
ら
帰
っ
た
エ
リ
ナ
は
姪
の
ペ
ギ
t
を
伴
っ
て
、
タ
ク
シ
ー
で
や
っ
て
来
る
。
マ
ー
テ
ィ
ソ
は
ベ
ギ
ー
と
話
を

交
わ
す
。
エ
ド
ワ
ー
ド
が
姿
を
現
わ
し
、
続
い
て
耳
が
遠
く
な
っ
た
が
頑
健
そ
う
な
元
女
闘
士
ロ
ー
ズ
が
や
っ
て
来
る
。
次
に
モ
リ

ス
、
マ
ギ
ー
、
レ
ニ
ィ
夫
妻
、
ノ
ー
ス
、
が
姿
を
見
せ
る
。
ニ
コ
ラ
ス
と
セ
ア
ラ
の
奇
妙
な
取
り
合
わ
せ
、
肥
っ
た
、
、
、
リ
ー
と
そ
の
夫
。



こ
こ
で
老
年
の
世
代
に
対
し
て
、
ぺ
ギ
t
や
ノ
ー
ス
の
若
い
世
代
の
意
識
を
配
し
て
、
エ
リ
ナ
の
思
い
を
浮
き
彫
り
さ
せ
て
い
る

対
照
が
注
目
に
価
す
る
。
こ
れ
は
ウ
ル
フ
が
日
記
に
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
『
歴
年
』
を
書
き
な
が
ら
発
見
し
た
こ
と
は
、
表

面
の
層
を
つ
か
っ
て
初
め
て
喜
劇
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
…
…
と
に
角
、
こ
の
本
で
私
は
対
照
が
必
要
な
こ
と
、
一
つ
の
層
を

強
く
展
開
さ
せ
れ
ば
、
一
『
渡
』
で
や
っ
た
よ
う
に
、
必
ず
他
の
層
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を
発
見
し
た
。
」
(
ゝ
一
宇
町
、
q
＼
h

b
訂
導
p
p
.
N
笥
ふ
.
)

エ
リ
ナ
は
空
襲
の
夜
の
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
、
と
レ
こ
ィ
に
問
い
か
け
、
若
い
時
に
レ
ニ
ィ
に
会
っ
て
い
た
ら
…
…
と
思
っ
た

こ
と
を
告
白
す
る
。
す
る
と
、
「
十
八
歳
の
娘
み
た
い
で
す
よ
。
」
と
ノ
ー
ス
が
か
ら
か
う
の
が
聞
え
た
。
「
そ
ん
な
気
持
で
す
よ
。
」

と
エ
リ
ナ
は
叫
ぶ
。
「
私
は
別
の
世
界
に
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
幸
福
な
の
。
」
と
エ
リ
ナ
は
又
叫
ぶ
。

「
『
た
わ
言
だ
、
ユ
リ
ナ
、
た
わ
言
だ
』
と
レ
:
ィ
が
言
っ
た
。

彼
が
そ
う
言
う
だ
ろ
う
と
思
っ
た
、
と
ペ
ギ
ー
は
奇
妙
な
満
足
で
独
り
言
し
た
。
伯
母
の
膝
の
向
う
側
に
坐
っ
て
い
る
彼
の
構
顔

を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
は
論
理
的
で
、
分
別
が
あ
る
、
と
思
っ
た
。
も
し
エ
リ
ナ
が
楽
し
む
な
ら
、
少
し
喜
ば
せ
て

上
げ
て
も
よ
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
更
に
思
っ
た
。

『
た
わ
言
っ
て
、
ど
う
言
う
意
味
で
す
か
。
』
と
、
エ
リ
ナ
は
聞
い
て
い
た
。
…
…

『
あ
の
世
の
こ
と
ば
か
り
い
つ
も
仰
し
ゃ
る
か
ら
で
す
。
』
と
、
彼
は
言
っ
た
。
「
ど
う
し
て
こ
の
世
の
こ
と
を
言
わ
な
い
の
で

す
か
。
」『

し
か
し
、
こ
の
世
の
意
味
で
し
た
の
に
。
』
彼
女
は
言
っ
た
。
『
こ
の
世
で
幸
福
だ
と
言
う
意
味
だ
っ
た
の
で
す
。
生
き
て
い
る

人
々
と
一
緒
に
幸
福
だ
と
言
う
。
』
」
(
3
㌣
F
眉
p
p
.
華
P
豊

ペ
ギ
ー
は
、
悲
惨
に
み
ち
た
世
界
に
住
み
な
が
ら
、
ど
う
し
て
幸
福
に
な
れ
よ
う
、
と
自
問
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
町
角
に
死
の
貼
紙

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
H



ウ

ル

フ

の

最

後

の

小

説

H

八

〇

が
は
ら
れ
て
い
る
。
圧
制
、
蛮
行
、
拷
問
、
文
明
の
崩
壊
、
自
由
の
終
り
が
。
こ
の
よ
う
な
悲
痛
な
べ
ギ
t
の
惧
悩
は
、
ユ
リ
ナ
と

は
別
の
世
界
の
も
の
で
あ
る
。
大
陸
か
ら
響
く
軍
靴
の
轟
き
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
始
め
た
英
国
人
の
悩
み
で
も
あ
る
。
バ
ー
ナ
ド
の

最
終
独
自
が
死
へ
の
挑
戦
に
終
っ
て
い
る
よ
う
に
、
圧
制
、
蛮
行
、
拷
問
、
文
明
の
崩
壊
、
自
由
の
終
り
、
に
対
す
る
挑
戦
が
、
中

心
課
題
と
し
て
前
面
に
押
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ノ
ー
ス
は
宴
会
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
る
自
己
を
は
っ
き
り
認
識
す
る
。
彼
等
の
話
題
は
お
金
と
政
治
ば
か
り
で
は
な
い
か
。

「
こ
ん
な
に
孤
独
を
感
じ
た
こ
と
は
な
い
、
と
考
え
た
。
群
衆
の
中
の
孤
独
と
い
う
陳
腐
な
文
句
は
本
当
だ
。
丘
や
樹
木
は
人
間
を

受
け
入
れ
る
が
、
人
間
は
人
間
を
拒
否
す
る
。
」
(
ゴ
訂
∴
慧
§
j
p
・
畠
£
こ
こ
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
文
化
の
崩
壊
、
安
定
し
た
十
九

世
紀
か
ら
混
迷
の
現
代
へ
の
推
移
が
象
徴
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
不
断
の
流
動
に
身
を
任
せ
る
現
代
人
の
苦
悩
の
他
の
面
が
、
ペ

ギ
t
の
襖
悩
と
共
に
対
照
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

新
世
界
を
希
求
す
る
ニ
コ
ラ
ス
の
演
説
は
、
喧
喋
の
中
に
屡
々
中
断
さ
れ
る
。
二
人
の
子
供
が
入
場
す
る
。
ペ
ギ
t
や
ノ
ー
ス
よ

り
更
に
若
い
世
代
で
あ
る
。
請
わ
れ
て
歌
を
唄
う
が
、
意
味
は
分
ら
な
い
。
「
子
供
等
の
声
に
は
何
か
不
快
な
も
の
が
あ
っ
た
。
耳

障
り
で
、
調
子
外
れ
で
、
無
意
味
で
あ
っ
た
。
」
(
無
声
p
・
会
合
古
い
世
代
と
一
番
新
し
い
世
代
と
の
違
和
感
が
、
更
に
強
調
さ
れ

る
。
エ
リ
ナ
は
、
別
の
人
生
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
、
考
え
た
。
夢
の
中
で
は
な
く
、
こ
の
部
庭
の
こ
の
場
で
、
生
き
て
い
る
人
々
と

の
。
日
覆
い
が
白
み
始
め
る
。
デ
ィ
リ
ア
が
カ
ー
テ
ソ
を
ぐ
い
と
引
き
あ
け
た
。
黎
明
で
あ
る
。
新
し
い
目
で
あ
る
。
皆
は
帰
り
支

度
を
始
め
る
。
ユ
リ
ナ
は
下
の
広
場
を
眺
め
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
が
二
軒
下
手
の
家
の
戸
口
に
停
っ
た
。
青
年
が
降
り
て
、
運
転
手
に

支
払
っ
た
。
ツ
ウ
ィ
ー
ド
の
旅
行
服
を
着
た
女
性
が
後
に
続
い
た
。
暫
し
、
二
人
は
戸
口
に
仔
む
。
や
が
て
鈍
い
音
を
残
し
て
扉
は

し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
冒
頭
の
章
で
、
少
女
デ
ィ
リ
ア
が
窓
か
ら
二
輪
馬
車
が
近
づ
い
て
来
る
の
を
眺
め
て
、
胸
を
と
き
め
か
せ
る

場
面
を
想
起
さ
せ
る
。
「
馬
車
は
二
軒
下
手
で
停
っ
た
。
…
…
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
を
か
ぶ
っ
た
青
年
が
上
り
階
段
を
駈
け
上
っ
て
家
に



入
っ
た
。
扉
は
し
ま
っ
て
、
馬
車
は
走
り
走
っ
た
。
」
(
無
へ
㌣
p
・
-
豊
こ
の
対
照
の
妙
は
見
事
で
あ
る
。
期
待
と
挫
折
の
対
照
で
あ
る
。

ユ
リ
ナ
は
部
屋
の
中
を
振
り
返
り
、
モ
リ
ス
に
手
を
差
し
伸
べ
な
が
ら
、
「
今
度
は
?
」
と
尋
ね
る
。
エ
リ
ナ
は
新
婚
夫
妻
の
姿

か
ら
、
彼
等
の
前
途
の
始
ま
り
の
意
義
を
、
自
分
の
身
に
照
ら
し
て
覚
る
。
自
分
の
求
め
る
も
の
は
過
去
や
追
憶
で
は
な
い
。
夢
の

中
で
は
な
く
、
現
に
こ
の
部
屋
の
生
き
て
い
る
人
々
と
の
人
生
で
あ
る
。
「
我
々
は
現
在
の
意
義
を
今
や
理
解
し
始
め
た
所
だ
、
と

彼
女
は
考
え
た
。
」
(
き
き
p
・
命
こ

更
に
、
「
太
陽
は
昇
っ
た
、
そ
し
て
家
並
の
上
空
は
、
素
暗
し
い
美
、
簡
素
と
平
和
の
相
を
帯
び
て
い
た
。
」
(
恕
革
p
・
命
豊
と

言
う
三
行
が
締
め
く
く
る
。
バ
ー
ナ
ド
は
「
お
1
、
死
よ
!
」
と
死
に
挑
戦
状
を
叩
き
つ
け
た
が
、
そ
れ
は
人
間
と
自
然
の
永
遠
の

若
藤
を
象
徴
す
る
。
『
歴
年
』
の
最
後
は
、
自
然
の
、
美
と
簡
素
と
平
和
の
相
に
対
す
る
讃
歌
に
終
っ
て
い
る
。
純
粋
持
続
の
中
で

は
簡
素
と
平
和
を
希
求
し
、
完
全
な
実
在
を
認
識
し
た
、
、
バ
ー
ナ
ド
が
、
現
実
に
か
え
る
と
複
雑
な
世
間
の
闘
争
心
の
湧
き
起
る
の
を

覚
え
る
。
そ
れ
に
反
し
、
死
、
醜
悪
、
破
壊
の
漂
う
『
歴
年
』
の
最
後
の
楽
天
調
は
相
、
唐
突
の
感
を
与
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

Ⅷ

『
歴
年
』
の
中
に
死
の
陰
影
が
点
綴
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
指
摘
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
『
歴
年
』
の
執
筆
中
、

随
分
多
く
の
親
友
や
作
家
が
死
亡
し
て
い
る
。
一
九
三
一
年
に
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ベ
ネ
ッ
ト
(
A
r
n
〇
-
d
B
e
n
n
e
t
t
)
、
一
九
三
二
年
に
リ

ッ
ト
ソ
・
ス
ト
レ
ィ
チ
ー
(
L
y
t
t
。
n
S
t
r
a
c
h
e
y
)
、
一
九
三
三
年
に
ゴ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ジ
ィ
(
G
a
訂
。
r
t
h
y
)
、
一
九
三
四
年
に
ロ
ジ
ァ
ー

・
フ
ラ
イ
(
R
。
g
。
r
F
r
y
)
等
の
訃
報
が
伝
え
ら
れ
た
。
特
に
フ
ラ
イ
の
死
は
ウ
ル
フ
に
激
し
い
虚
脱
感
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。

『
歴
年
』
の
各
章
は
死
の
暗
示
や
言
及
で
終
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て
生
と
の
対
照
で
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
、
ウ
ル
フ
の
妙
技

が
窺
え
る
。
危
篤
の
病
床
に
あ
る
妻
に
対
す
る
父
の
偽
善
ぶ
り
を
憎
む
デ
ィ
リ
ア
の
姿
は
、
母
の
死
床
で
大
人
の
偽
善
を
感
じ
、
自

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
H



ウ

ル

フ

の

最

後

の

小

説

H

八

二

分
の
悲
し
み
を
疑
っ
た
十
三
歳
の
少
女
ウ
ル
フ
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
(
ゝ
一
宇
計
＼
h
b
訂
導
p
・
N
N
岩
。

母
が
発
作
を
起
し
て
絶
望
と
思
わ
れ
、
医
者
の
手
当
の
最
中
、
心
配
気
に
歩
き
廻
る
父
の
姿
に
不
信
の
眼
を
デ
ィ
リ
ア
は
投
ず
る
。

「
私
等
は
お
芝
居
を
し
て
い
る
の
だ
、
デ
ィ
リ
ア
は
ち
ら
っ
と
父
を
盗
み
見
し
な
が
ら
独
り
考
え
た
。
お
父
さ
ま
の
方
が
私
よ
り
お

上
手
だ
わ
。
」
(
当
へ
欝
白
1
メ
p
・
準
)
母
が
と
う
と
う
亡
く
な
り
、
墓
に
葬
ら
れ
る
。
デ
ィ
リ
ア
は
墓
穴
を
じ
っ
と
見
下
し
た
。
母
が

横
た
わ
っ
て
い
る
。
「
柩
の
中
に
、
あ
ん
な
に
も
愛
し
憎
悪
し
た
人
が
。
彼
女
の
目
が
く
ら
ん
だ
。
・
‥
…
土
が
柩
の
上
に
落
ち
た
。

…
…
す
る
と
、
彼
女
は
何
か
永
遠
な
も
の
、
死
と
ま
じ
り
合
っ
た
生
、
生
に
変
っ
て
行
く
死
の
意
識
に
と
ら
え
ら
れ
た
。
」
(
恕
駐
-

p
.
芦
)
と
言
う
の
は
、
雀
の
声
と
遠
く
の
車
輪
の
音
が
大
き
く
な
っ
て
行
く
の
が
聞
え
た
か
ら
で
、
生
が
段
々
近
づ
い
て
来
た
の
で

あ
る
。
即
ち
死
が
生
と
対
照
し
て
、
『
歴
年
』
の
中
に
底
流
と
し
て
流
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
共
に
、
社
会
組
織
が
崩
壊
し
て
行

く
過
程
を
如
実
に
象
徴
し
て
い
る
と
、
考
え
ら
れ
る
。

Ⅸ

過
去
と
現
在
の
共
存
、
こ
れ
は
ウ
ル
フ
の
す
べ
て
の
作
品
の
人
物
が
意
識
す
る
も
の
で
あ
る
。
家
の
人
に
黙
っ
て
夜
買
物
に
行
っ

た
少
女
ロ
ー
ズ
は
、
ガ
ス
灯
の
下
か
ら
突
然
男
の
姿
が
浮
び
上
っ
て
恐
怖
を
覚
え
る
。
「
怖
ろ
し
い
顔
だ
っ
た
。
葉
音
で
、
皮
の
む

け
た
、
痘
そ
う
の
跡
の
あ
る
顔
だ
っ
た
。
彼
女
の
方
に
よ
ろ
よ
ろ
近
づ
い
て
来
た
。
」
(
ゴ
訂
∴
景
巨
j
p
・
試
)
こ
の
怖
ろ
し
い
脅
迫
観

念
が
子
供
の
記
憶
と
し
て
残
り
、
大
人
の
ロ
ー
ズ
の
心
に
再
現
す
る
。
皆
、
過
去
の
記
憶
を
背
負
っ
た
人
間
で
あ
る
。
こ
の
時
の
流

れ
が
、
最
後
に
エ
リ
ナ
の
中
に
集
約
化
さ
れ
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
可
能
性
を
内
蔵
し
た
人
間
像
が
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
「
事
実
と
ヴ
ィ
ジ
。
ソ
の
結
合
」
を
目
指
し
た
ウ
ル
フ
の
意
図
が
想
起
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。



Ⅹ一
般
に
『
ス
ク
ル
ー
テ
ィ
ニ
』
誌
は
、
ウ
ル
フ
に
対
し
て
批
判
的
の
よ
う
で
あ
る
。
F
・
R
・
リ
ー
グ
ィ
ス
(
F
・
R
・
L
e
a
く
互
の
よ

う
に
、
ブ
ル
ー
ム
ズ
ペ
ソ
・
グ
ル
ー
プ
(
B
】
C
。
m
S
b
u
r
y
g
r
〇
u
p
)
の
中
心
人
物
と
し
て
の
ウ
ル
フ
に
対
す
る
偏
見
が
、
主
要
な
原
田
に

思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
(
F
.
R
.
L
e
a
ま
S
日
.
へ
A
f
l
e
r
ゴ
=
計
こ
ふ
せ
訂
さ
と
㍉
如
、
良
さ
こ
r
p
芯
お
p
p
・
N
S
ふ
・
)
。
し
か
し
、
W
・
H
・

メ
ラ
ー
ズ
(
W
・
H
・
M
e
ニ
e
且
は
、
『
歴
年
』
を
評
し
て
、
『
波
』
と
同
じ
「
感
傷
癖
と
愚
か
し
さ
」
が
あ
る
の
み
、
と
述
べ
て
い
る
。

更
に
、
「
人
物
は
皆
幻
影
で
あ
る
、
彼
等
は
成
長
す
る
。
が
、
彼
等
は
変
化
し
な
い
。
そ
れ
は
生
存
し
た
こ
と
が
な
い
か
ら
で
、
生

存
し
た
と
す
れ
ば
記
憶
の
東
と
し
て
の
み
だ
。
要
す
る
に
無
目
的
の
記
録
書
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
「
沈
黙
と
孤
独
」
が
ウ
ル
フ
の
唯

一
の
実
在
に
思
わ
れ
る
狂
気
の
世
界
を
反
映
す
る
の
み
で
、
「
無
力
と
不
毛
」
の
感
情
を
押
し
っ
け
ら
れ
る
、
と
酷
評
し
て
い
る
。

(
W
.
H
.
M
e
n
e
r
仇
=
。
M
r
s
.
W
c
O
-
h
a
n
d
L
i
f
e
、
V

、
許
コ
ト
蔓
草
く
H
.
H
u
-
豊
ヨ
p
p
.
3
-
豊

メ
ラ
ー
ズ
の
批
評
は
首
肯
さ
れ
な
い
面
も
あ
る
が
、
『
ジ
エ
ィ
コ
ブ
の
部
屋
』
を
読
ん
だ
ウ
ル
フ
の
夫
レ
ナ
ー
ド
(
L
e
。
n
a
r
d
W
。
。
-
鴫
)

の
評
言
を
想
わ
す
所
が
あ
る
。
「
彼
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。
人
物
は
亡
霊
み
た
い
だ
。
大
変
変
っ
て
い
る
。
私
は
人
生
哲
学
を

持
た
ぬ
。
人
物
は
偲
偏
で
、
運
命
に
従
っ
て
あ
ち
こ
ち
動
き
廻
る
。
運
命
が
こ
の
よ
う
に
働
く
と
は
思
わ
ぬ
。
」
(
ゝ
一
軍
賢
さ
h
訂
蔓

p
・
串
)
ウ
ル
フ
は
早
く
か
ら
自
分
の
創
作
力
の
限
界
を
覚
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
九
二
七
年
七
月
五
目
の
日
記
に
、
「
私

は
情
景
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
筋
書
を
こ
し
ら
え
る
こ
と
は
出
来
ぬ
。
」
(
恕
阜
p
.
箪
)
と
、
述
懐
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
劇
的
発
展
の
欠
如
は
、
次
の
作
品
『
幕
間
』
(
守
崇
へ
、
こ
訂
b
c
、
♪
-
澄
-
)
に
於
て
、
ど
の
よ
う
な
補
足
が
見
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。
「
地
平
線
を
じ
っ
と
見
つ
め
、
過
去
を
未
来
と
の
関
係
に
於
て
見
、
来
る
べ
き
傑
作
の
道
を
準
備
せ
よ
。
」
と
言
う
彼

女
の
言
葉
を
尊
重
し
よ
う
。
(
ゴ
訂
(
訂
ミ
ミ
S
h
F
邑
胃
F
i
邑
S
e
r
i
e
s
も
.
∽
○
£

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
H


